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①個人情報保護法の趣旨に沿って個人情報を取り扱う。個人情報を記載
した資料（書類）は、管理責任者（調査実施責任者および担当者）の適
切な管理の下、第三者からの不正アクセス、第三者への漏えい防止およ
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②患者の臨床情報として、治療効果（症候性の再発）、有害事象（出血
性合併症）、画像データなどを収集
③武蔵野赤十字病院　循環器科　原信博　個人のみ
④武蔵野赤十字病院　循環器科　原信博

急性冠症候群に対する薬剤溶出性バルーンを使用したステントレスPCI
の短―中期的成績の検討（後ろ向きコホート研究）

武蔵野赤十字病院　循環器科

所属　　　　循環器科　　　　　氏名　　原　信博　　　　 

(西暦）　2020　　年　7　月　～　2021　　年　3　月

急性冠症候群はPCIなどによる早期の血行再建が必要な疾患である。多
くの症例ではステントを使用することになるが、術後出血性合併症に悩
まされることがある。ステントを使用していると、抗血小板薬内服が必
須であり、出血性合併症時に対応に苦慮することがある。
目的：急性冠症候群に対する薬剤溶出性バルーンを使用したステントレ
スPCIの治療成績を検討する

2018年から2019年まで間に、急性冠症候群でPCI治療した症例を対照と
する。治療後半年間の治療成績を後ろ向きに検討する。


